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別記様式６号（第３関係）

　 令和２年度 ぐんま緑の県民基金市町村提案型事業 事業採択整理案（独自提案事業）
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【採択整理案】

1 甘-独-1 甘楽町
甘楽中学校における

環境森林教育
中学校生徒に環境教育を実施するための森
林及び農地の公有林化

1,509,020 754,000 755,020 採択 適当と認められる

2

3

4

5

合計 1,509,020 754,000 755,020

※事業区分、事業細区分については、別紙２によるものする。

※県補助金は千円止めとする。

※計画番号については、当初計画番号を記入する。（例：前橋市・里山平地林・優先順位1→前－里－１）

市町村名

【独自提案事業の採択の考え方】

市町村が制度化を図り予算確保した事業で、ぐんま緑の県民税の趣旨に合致するものについては、対象地等が特定されない段階でも独自提案事業として認める。ただし、交付決定は対象地等が特定されてから行
うものとし、補助額は各事業毎の補助上限額以内とする。

森林整備後の管理体制が確保されていない時点で「荒廃した里山・平地林の整備」と同等以上の提案があった場合は、「管理体制の構築に努めることを条件」とし、各事業毎の補助上限額の１／２以内、同一地につ
き１回限りを条件に独自提案事業として認める。

市町村提案型事業の趣旨に合致しているが、補助対象とされていない事業を実施するにあたり、その目的や意義、事業実施後の有益性等が担保されると判断できた事業を独自提案事業として認める。

事業費の内訳
審査意見

県補助金
（円)

市町村負担金
（円）

採択・不採択番号 計画番号 事業名 事業内容 事業費(円）



ぐんま緑の県⺠基⾦
独自事業提案書

⽢楽中学校における環境森林教育

群馬県⽢楽町
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⽢楽中学校における環境森林教育
事業概要

⽢楽中学校に隣接している⼟地を学校林として取得し、安定的・継続的な
環境森林教育の場を創造する。
当該取得を予定している⼟地については、昨年１１⽉１０⽇に町発⾜60周

年記念事業「未来に残す花街道記念植樹」及び天皇御即位記念植樹を⼀部⾏
なった場所になり、⼟地所有者の承諾を得て⼟地を使⽤しています。このた
め、町で取得をして恒久的に環境森林教育に活⽤したい。

取得する⼟地

■群馬県⽢楽郡⽢楽町⼤字⽩倉字下⼩塚１４０７－１ 地⽬︓畑 地積︓２４６㎡

■群馬県⽢楽郡⽢楽町⼤字⽩倉字下⼩塚１４０８－１ 地⽬︓⼭林 地積︓６０５㎡

■群馬県⽢楽郡⽢楽町⼤字⽩倉字下⼩塚１４０９－１ 地⽬︓⼭林 地積︓４４４㎡

合計 地積︓１，２９５㎡

１．土地の所在

１



⽢楽中学校における環境森林教育
取得する⼟地
２．買収価格

■⽢楽町⼤字⽩倉字下⼩塚１４０７－１ 地⽬︓畑
地積︓２４６㎡×1,870円＝４６０，０２０円

■⽢楽町⼤字⽩倉字下⼩塚１４０８－１ 地⽬︓⼭林
地積︓６０５㎡×1,000円＝６０５，０００円

■⽢楽町⼤字⽩倉字下⼩塚１４０９－１ 地⽬︓⼭林
地積︓４４４㎡×1,000円＝４４４，０００円

合 計＝１，５０９，０２０円
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⽢楽中学校における環境森林教育

活⽤内容
●学校の授業等で実施

総合的な学習の時間や特別活動、あるいは社会、理科、図画⼯作等の各教科で、
次に記載した内容により森林にふれる。

（１）学校林の下草刈りなどの管理作業を⾏う。
（２）森林環境の専⾨知識を有す者を招聘し、学校林で講義を⾏う。
（３）学校林で自然観察を⾏い、⽣態系の調査を⾏う。

●記念植樹の実施

⼊学・卒業などの記念に植樹を⾏ない、観察や管理をとおして森林への理解を深める。

事業⽬的
自然体験等の多様な体験活動をとおして、子どもたちの豊かな人間性や社会性等を培い、

学習指導要領の考え⽅に基づき、⽣きる⼒の習得を⽬指す。

※学習指導要領の考え⽅は、次⾴に記載しました。
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⽢楽中学校における環境森林教育

豊かな人間性 健康・体力

確かな学力

自らを律しつつ、他人と
共に強調し、他人を思い
やる心や感動する心など

の豊かな人間性

たくましく⽣きるための
健康や体⼒

基礎的な知識・技能を学習し、
それらを活⽤して、自ら考え、
判断し、表現することにより、
様々な問題に積極的に対応し

解決する⼒

学力の３要素

① 基礎的な知識および技能

② 習得した知識や技能を活⽤して
課題を解決するために必要な思
考⼒、判断⼒、表現⼒その他能⼒

③ 主体的に学習に取り組む態度

学習指導要領の考え⽅

生きる力
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